
魃

ユーサーが本当に信頼して使用出来るモーターサイクル

の条件としては第 1にめったなことで故障しないこと,第

2に経済的であること,第 3に使いやすいことがあげられ

ます.故障を防止するため,ま たは万―故障した場合,整

備が可能てあるということはユーサーにとって一つの安心

感でもありますが,故障を防止 し,毎日快適にモーターサ

イクルを利用するため, 日常の整備点検ほモーターサイク

リス トにとって忘れてはならない事柄の一つです。

ここでは国産各メーカーの代表的な車,ホンタ スーバ
ーカプ C100, カワサキ Bl,ヤマ′ヽメイト70,ブ リチス

トン100,ラ ビットジュニア,及びスーバーフロー125の自

家整備について解説 してみることにしました。

それぞれの車について,本項を熟読すれば確実に,間違

いのない整備を行なうことが出来ると共に簡単な技術的知

識を身につけることが出来るでしょう。

魃

これはスーバーカブ C100の 準 備に関する手31き 、
です。ここにいう整備とは,車に故障/j・起きた場合はその

部分の診断修理を行なって,これを正常の状態に戻すと共

に,定期的に診断を行なって,常によい状態で機能を果 し

得るよう,保守のための予防修理や調整を行なうことをい

います.

1. エアクリーナー
エアクリーナーエレメントは,フ ロントカバーの中央部

の金属製カバーの内側の箱に取付けられており, これより

吸込んだ空気は泄過されて, アレームに溶接されているパ

イブより,ゴ ムのコネタチングチュープを通ってキャブレ

ターに至る.

(1)エ アクリーナーの掃除
ェアタリーナーがほこりでつまっている場合は,吸入空

気の抵抗が多くて自由に吸い込みができないので,車のカ

が不足したり,力,速 した場合それについてゆかなかった,

する現象がわこるので注意しなければならない. したがっ

てェアタリーナーの掃除は定肺 に行なうの力i普通であ

る。

■作業順序

ェアークリーナ■

“

フ

1-1図
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■1業 ,“庁

獅‖ヤ

クラレクロlitl スロットル聞長

θ

"′

′れ
作田さ,分

0ェアタリーナーカ六―を夕ヽす。

②エアタリーナ‐を1● り出し,グ リーナーをにくたたい

て11こ りを′す。■に内側からF■柿■

'tモ

!欠Лしますか,ブ

ラシiII喝:す る:(タ リーナーは釈ツであるため,niれ た

り破オiた りした場合はやi,■ と交換すること)

12‐ 点検 および組立
0ェ アタリーナーエレメントは定

"山
li“詢

'を

,な うが

破損,オ イル

'`れ

があるときは,これを取訃える。

水で‖″した場合(ま ,よ くたヽ して‖[み込む.

エレメントF面のパッキンの破損があるとき(よ ,こ れを

交換する.

●ェアクリーテークースバッキンの破IⅢよtlt.

lll`,1,(よ エアクリーナーケース′`ッキンを1/:実 に入it,

ケ~ス の′`ンチをアレームの■によく合せてエアタリーす

―を●●ける.キ ャフレターコネタチン/テ ュー′のチー

タリップを

“

失に1●JI'る .

(注 | エアクリーナーエレメントからキャブレターに至る間で

外部から空気を吸込むところがあるとエアクリーナーの役

日を黒さず,ほこりをエンシンに吸込んで摩屁繹 める拮

果になるので特に注意を要する.

2 キャブレター
水11シ リングに対して,下 向きに吸入するグウンドラフ

トタイブのキャブレターで,ベ ンチュリー

“

は■11の

“

JJ

,レ とし,低速安定と高速ILIヒを向Lしている.

(1, スロッ トル開度による調整
2111は 混●気を作りだす上に最も■要なベンチ■リー部

分とスロットル|■1度の状態によって,グ ラングの口呟敗と,

“

,1■ る部分をあらわしたもので,Flに不調年のときの回

嗽ヽ数によって,このイ
`11部

分を両l・・すれIFよ いことになる.

2)低 速 調 整
低速 (2,000rpmま で)を●定させるために必要な機能
は2-4図 (2)で 兄るとおりであるが,2-3コ′,エ アスフリュ

ーとスロットルス |ッ プス タ リュー によって調整する。

C100E型 ェンジンのアイ ドリン /(lⅢ 安定)回●は
800～ 1,000rpmである.

13)加速時の調整
加速叶のエンジン不調は■人系統,大ルブ系fltに原因す

るものが多いから,キ ャブレターだt'て考えるのは危険で

ある。原渕がキャブレターにある場合には,ス ロッ|ル ′`ル

プのカンタ~ウ エイ(ス ロットルバル/下部のLTU欠 き)と ,

ジェット‐―ドル,‐ ―ドルジェットにより,|■する.

14)高速時の調整
高速のり合には,ほ とん どメインジェットが原因とな

る.こ の場合も力!コ十と同じく,点人,六ルブ系統を十分

に

'iべ

てから調1/す る。

6)そ  の  他
(1)フ ロー トチャンパーの底に1ま ,ガ ソリンの中に合ま

れている四エブル鉛のイヒ01勿や,不it物が副まる これを

1奮去しないと,ガ ソリンの,t給が途けれて不調をおこすか

ら, キャブレター全体を6ヵ月～8カ 月に一瞑抒[すると
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バーカプの自家整備●

よい。                         _
(2' スロントルバルアが摩任したり,パイロットジェッ

ト,ェアプリ_ド了しがつまったりすると,低速不刷をおこ

す キャブレタ
ー
ーの1,綱の場合には (低速不13に限ら」・,

必ず工′て彙いてll除 し/uけ ればならない.

(1)こ のキャノレターには,燃料コングがフロ~― トチ′

′ャンパーの Lについている このコ′夕についている濾
謳や、ガソリンの迪る■も1,除する。
(注
' 
キャブレタ=は人体の呼吸系統にあたるもので、非常に敏

感に作用する●ちょうど人間が風邪をひ (よ うに,エ ンジンが

吹さ返|や

"い

込み不良をおこすのもキャブレターであo.取
扱には ,分注意し 経験者によく聞いて作業すoこ とが大切.

γ4図 メイン系統

一 富気
`I“― ‖料に■

3.スパークプラグの掃除調整
スパーグブラグは,,|れてぃたりlltIIIま たは■,が摩減
していると,火花がよく飛ばずi ltのヽ■状態に至らない
ので,定即!的にIll族調■をイiなわねばならない。ブラグt
●がススけていたり,湿 ,ていたり, またはカーボン●た

まっていると,高 F■ t流 tl,そ れらll介 IJを述して逃げる
||で ,それを除去しなけれはならない。け去に(よ , ブラグ

,1,'リ ンドプラス ト (プ ラ/タ リーナー)ヵ :あ るので,こ
れを

'′

|す 14ご簡 1ヽに掃餘ができる。

サントブラストがないときはフイヤープランで1′除した

4iであきとる。この確,■極をバーナー等でllいて乾かす
ことはよくないので注意をしなければならない。

掃ll後は,:L工のすきまをll整する。シンアネスゲージ

●016mmヵ :軽く口るように, ドロam`を起したり軽くた

た0｀たりして調整する.

ネaッ ルヽ′ヽルフカッターワエイ・2

―トフ,,フレノ

エアープリーく■

,t]レ フヽ
"

‖II I(111111111■ ど11(1111111111111111111111111,1110t`II111‖
`‖

‖11111111111111111111111“

4.電 気位置の調整
■

“

業順,r

07ラ イホイールのマータとケース上のよ]女」マークの■
iごを合せて,

0'フ ライホイールの窓から内部のボイン l′,kOIⅢ を調
べる。 (フ ラィホィールを若十動かして,ポ イントをl・ lか
せる。ランブで11ら してみれば,1やすい)

0,“両に世1凹または航損 しているあとがある場合は,
ボイント川のヤスリでする.

ボイン1面の山匹が■だしい場合は取クヽしてオイル砥石

で修正する.        ‐

このL.合,ヤ スリをポイントのrflに狭んですれ|ご両面同
時にすれる.〈ポイン1両には,油のついたまま

“

的 けな

tヽ こと)            α

すきまt―ジ

- 77 -



OⅢ人のItlりは,フ ライホイール T`、 のマータがケー

スのシIFlを ,oぎ る瞬門にポイン }1妾点が開くのが理想1'て

あり,こ のill性には日視で|お開を■るのが,1¬1であるので

テスターを

'111す

る。

(|エ ンジンL部のフレー′勺にljl班 されているワイヤー

′ヽ一ネスのコネ′ターを1"ヽ t, テスターの黒線を,■す

る テスター′,JI泉 ま●■にアース (レよ也)■■し,テ ス
ターのスイップを入れる (ボ イントテスターまた|まサービ

ステスターを11'1)

(テ スターがない場合はランプを■月して■迪を謝べる.

11線 (よ い )日 のごとくであり, ランブ|よ OVの豆ランプを

ll月 |すればよい)

0こ のときフライ■イールをい転方力にゆ ,く り回し,

ケースJ=のス1日 を,凸ぎる1嘱 1・・lに ランプがお与えるように;調整

する.(0の と]iり に,せ ることによって正規の■人が得
られる.サ なわちli火 |け理は■

'`点

前35・ (口定)である)

口特築 自家整備読本

4つ 図

Oタ ベッ|●すきまiよ ,0 05mmの シッタネスゲージが

,□ り,0 06mmヵ l亜 らない程度に調整する

0■L規すきまは 005m鳳 (■円|・■行なう)

0すきまか正規でないときは,ア ジャスティングナット

をゆるめ,ア ジャスティングスクリ■―て調整する アジ

ャスティングナットをllめ てから

'■
検を行なう (タ ベ

ントアジヤスティングボッタスとタベットロックボックス

を■Ir.ア ジャスティングナットを締めると多少贅るから

注意)

6. 排  気 装 置
エレジジ
またけ重″|
にアースリろ

01詢■方法としては4 1列のビスaをゆろめbを トライ

バーで動かしてJl整する. ドライパーを7.にねじれば早く

なり,左にねじれば遅くなる.

0位置が正規にな ,た らaを締●ける.“伺後ヽ度点検

“

:認する.(m子 ||けによって多少変化することがあるから

'L・

すること)

5.タ ベットの調整
タベットのすきまはパルプの開lllの 1,IIrに人

'ヽ

こ関l■ が

あり,■■,i「

“

がない場合もタベットが突き上げている

ため, パルアが,し
'に
閉しないF■lに よるものがあるので

,IL Lな ければな嗜ない。●ア|にすきまが大きいとタペッ

トを,1つ カチカチ■が大きくなり、エレ
'ン
1● :の原因と

なる.こ のすきまはエンジンの力,低遠回転時の鵠子,騒

音と■つの

'■

に関

“

があり,■要な役11を もっているの

で11に注意を
'す
る.

刊整は次の|“「■

`iな

う。

■

“

:業嘔 F

Oタ ベッ|カ バーを
'ヽ

デす.

0コ ンタタトブレ

「

カーを′トデ|.

0フ ライホイールJ,の 1`、 のマータと
'―
スの刻[口を

合せた11砒で, タベツトのすきまを調べる。

一- 78-

シ
'ン
グ内のll:iガ スは,エ キゾーストより,フ ラーを

迪リタト気に″1出される その●lマフラーは
"レ

■ヽのデ青ル

スを栞 している。その内部1品とは下レのビ|く こ̈ る.

く

ル

咄

プ

ろ

が

′

＾
一

ハ
■
フ
　
ヽ

■

と

雄

分解および組立
エキゾース|パ イブジ.イ ン|を エンシンから外ずし,

ヤフラーのIIRイ」ボルト (6mm 2価)を外ずせば,躇結合

ltlLtで 夕`すせる.

マフラースンキンの破■また|まへたりがある場合は交換

する.エキゾーストパイブガスケットが岬 しているとき

は交換する.

(注)走行嗜またはエンジンを高速回転させたときにマフラー

より着色煙が出るようであつたら,早期にエンシンを修理

してォイル上りを防止するようにしないとマフラー内部に

カーメン (炭 )力 `つ まり,排気・●十分行なわれないて,か

で
~ コンタクト
フレーll― ア五
|=1ま iすも

マフラツ ツヾキン

マフラージ3イント′ベル■

諏
/。
スタンドルパコ■



スーバーカフの目家整備ロ

えってエンシンの出力を誠退することがあるから注意する

7: クラッチの調整
エンジンの性,ヒがいかに優方でも, グラッチの調整が悪

いとその力は十分に発揮できず,完全な乗IIができない。

グラッチが十分にt●れないと,発進叶,チ ェンジを入れ

ると1'が動きだすか,エ ンシンが,JLす るし,反対にすべ

るとエンシンの回!はが Lがっても,車の速度はそれについ

てゆけなくなる。

調整は次の手順て行なう.

■1●来順序

O Oの ボルトをゆるめ。 (9mmス パナー〉
② Oの スタリユーをねじ込むと切れにくくなり, もど
すとLTれやすくなる.

0グ ラッチのIF認は,a)キ ッタした場合,キ ックがす
べらないて工/ジ ンが簡単にかかる。b)エ ンジンを始動
してチェンジをセカンドに入れた場合,■が動きたさない

(エ ンジンも■まらない)ま たチェンジアームを更に 10・

までI.Xみ込んで,/リ ップを開けても車が飛びださない.
(グ ラッチが切れる)C)チ ェンジをセカンドに入れたま
まtをベグルから離し, ブレーキベグルをぶんでスロッ|
ルを開けて回転を上げた場合エンジンが■まる。 (タ ラン

チがすべらない〉 グラッチう←|´ヾ

クラ″
准輸範囲

411図

‐ 8. ドライブチェンの調整
|ラ イアチェンは,たるみ過ぎると走行中チェンノンタ

を起したり,チ ェンケースをこす0た りするので,絶えず
正しい」rり をもたせなければならない。また逆に振りすぎ

ると抵抗とならて,後 1時に十分な力が伝わらない.
ll鼈は次のlll序で行なう.

■作業順″

0チ ェンケースのビープホールキャ′プを夕ヽす.

②後■仙の揃付大小ナットをゆるめ, チェンケースの,

のそき■からチェンを上下に一杯に動かした場合の振1幅が
10～ 20mmに なるように,後●輌のチ.ン アジャスターを
調整する。 (ア ジャスターとフォータの刻口]0は左右同じ

位置に合せる)

0チ ェンアジャスターナントを締込むとチェンは張る。

9. プレーキの調整
ブレーキは命の綱であるから定lllHuに はもちろん, 日常
ユーザーが■を使用する||には点検するよう習慣づけねば

ならない.

(1)ブ レー キの調整
前ブレーキは

'ヽ

ンドルレパーの遊びを調整する.

口|「業順,子

Oナ ッlaを締め込むと遊0は小さくなり,ゆるめると

遊びは大きくなる.(こ の1寮アームを一

“
"Wえ

つけながら

締めるとよい)

∞ びはレパーを放 した0[E●)か ら,にぎってブレーキ

の効き始めの●諷りまでのレパーカ端の1口をい|、 これは

―不踏み込んだ位置
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■特集 自家整備読本

.T130～ 40mmと する。 (ナ ットのi刑生イヽかなくな .た場

合は一応アームの角度を変えて,調整する〉

2)後ブレーキの踏み代の調整
ブレーキはベグルの遊びてi刊■する。

スロッ |ル ク リップ, ブレ‐ キペグルシャフ ト.

(21 クランクケースオイル交換
定 ll点検人に,っ て,交換を行なうことが22である.
■

“

:業 1原 ,デ

●スタンドを11て , エンジンをかけ, オイルが囁まった
)は態にして |,ま っているとオイルが状けゃすい)

●タランタウース FIIの ドレンliル lを とり,カ イルを

,女 く.

■■業,い |ヤ

01,ブ レーキ同様,後ブレーキのチットaを

“

め込むと

世0は小さくなり,ゆ るめると遊びは大きくなる。 (1'ブ
レーキ同社,ア ームを,1手で1い しつけながら締めると容易
である)

0遊びは自然状態から効き始●|・ までペグルの高さで20～
30mm必要である. 0整代がなくなった場合はアーム角
L● を変えるか,ま た|ま ブレーキシューを交換する)

10. バッテリーの手入れ
バッテリのlLlll液 はヽ1,|・ l■り]l後に|ま減少するものであ

るかい,,と ,91つ に,1絆を必要とする.液量が少なくなって

極″い 奸山 ,る と|し夕(■が減ってきて,早 く″itし やす
い. したが ,て液は1“瑚 先ユな|サ l■ばならない.,ルヒ|:
は最低液画級以上で,その面よで腋が減ったらイll水を11

,1■面線まで入れる.11面からえて二I慣とも同じ高さにす

る.液の■人は′:ッ テリ上面の力ヽ 監ヽをとってイ,な う。
(注)0 稀薩 を使用しないこと.
0 排気バイプをあさがないようにすること.
0 液が極端に早く減るような場合は,パ ッテ

"充
電

量を調べること.

11.潤 滑
機械,国Ⅲt詢

`,■
jl部て他えず二面が,触 して週動して

いる部分には,Il・を減らしたり,,l・l熱 した部分から熟を

辿●去って″|[や力tJを ll止するために lI]li油を必要と

し,イリい |がないとlt,のオ命を少なくすることはl.ろか

全然機械としての llき を果きない

“

燥 ltなる.スー′`一カ

プにおいても然りで,■要な部分は史卿い,に 1ヽ御:された11
■のォィル交換または捕給をしなりればならない.

(1)定期的な交換または補給を要しない部

分の潤滑サービス

定川|"にイ1な わな くても,その

“

い に故Frがあって分

鷺 `理をイiな った場合とか,全分ll整備を行なった場合
にのみ交換イト油をイiなえばよいものがある。すなわち, ス

テアリングステムポールレースコーン,11後 フレーキカム

ーー 80 -―

0ド レンボルトを日1め ,オ
ィルをl■人口から,入する
●00′ l■入したら,キ ャン

プについているゲージトを入

れて,オ イルが■右 iaま で  ク
あるかどうか確認する.(キ  ケ
キップは,ね じ

`ま

ない l■態

で■検する)

●ヨィルの

“

1,ゎ よびrr手

ホングの ホ`ングウルトラ、

ォィル ■場15・ C以上  ♯ 30
冬場15'C以下  420W
(0・ C'以下   ♯ 10W

てホ`ングウル トラ、オイルは HD llllkデ ィーでルォィルで

あり,ホ ンダ川エンジンサ1'と してIIに 作られたものである)

(注)0 注入オイル量は規定産にする 多過ぎると,オ イル
上りや局力不足の原因になる.

② オイルは汚れやすいので必ず定めた期間 (慣らし運
転完了車は 500km)こ とに交換を行なう.

0 銘柄不明のオイルは使用しないこと.
0水 やはこりの混ったものは使用しないこと.
13)グ リースの補給
ニップルその他のグリースのIIイ合は定り,1'つにイ,な う.
a)ニ ップルヽのグリース補給
ニップルのついている場つiはすべて行なう 充ル:|よ′ツ
ースポンブて行ない,11イ合部すきまから,分の/リ ースが

1,し ,,さ れるのを■1でするまで油J山する.

/リ ースは フ`ァイバーグリース、を,力iする。

(注)=ッ プルが不良でグ,一スがヽ らない場合は=ッ プルを
交換する.

b)前後草嶋ペアリング

"唸
哺のベアリングのグリースは 5,000m(ま たは 5カ

月日)ご とに入れ換えを行なった方がよい。

12.ス ピー ドメータ
洲濁i式)1度 ;卜で,,■度li力やヽ

`と

,tイ il・師|:卜 とからできて

います。

ヶ―プルインナーとメーター仙との嵌0は 1卜 1図 (a)の ご

とく正しく合わせて締llけ る。(りは不良の場合を示す.



バーカプの自家整備□

13.

1持4は 13Jの とおりで, レンズと反射,光はかしいて一lt

化されているためfせllは文身|■の後から交換する したが
って,射
"内
部に加|れないで済むため, レンズ,■■■の

くもりを防ぎ,ま たはチリも入りにくい|litに なっている.

■ボは6～ 8V-15ヽ (ェ光の場合15ヽ )が 11定 されて
いる.:L定 71を IⅢわないとつi定のlllろ さを■IFで きないば

かりでなく,「 11:が Jシ:っ たときに町紅したりするからlL

まする。交換はヘットライトを夕ヽし, ソケットカバーをず

¨し, ソケ′トボデーをねじってソケッ「部を夕ヽす. ツケ

ッ1からライト求を外|・ す。ヘッドランプのいずれか叫凛

した場合は不灯のままテL● しないで,的:凛 しない方にリト|

えてた●し,“すること,的 ii泉で 1～ 2分運●を■けると
テールランプやメーターランプが過負riと なり,lli“する

から注意すること。なわランプの14・jj角度の11:[は,0ド
ライバーで光nt渕■Fビ スをねじ込んで,な う.

14. テールランプ
およびメーターランプ

スインチは夜ilの位置ではヘッド メーター テー‐ルラン
グはすべて■動してつき,エ ンジンが●l嘔 しているときの

み点灯する.テールランプは 6～8V 2W メーターラ/
プは11"な型をした 6～8 1Wである。
テールランブ, メーターランプはヽたのものを使■する

こと, さもないと

'F■

または工光される.

メータ■ランブは′ヽンドルを■夕ヽして行ない。テールラ

ンブはテールレンズをとれば,交換哺 ヒである.

15. ゥィンカニランプ
エンシンスインチを入れた状底で, ウインカースイッチ

のつまみを前方に入れれ|ま右口Iの 11後 ウイン″―ランプが

つき,後方に入れれば左夕!がつく。
ランブ|よすべて (4個 )6～8V-8Wを 使月It,そ 4ιそ
れレンスのビスをタトすことによって交掟ができる.

りT―

'イ

′カーレレス

テー1テ〔トレウズ

へ¬くライ ンヽケッヽ ボディ

ヘッくライト
ソケ′`カバー

16.

1,1図

ヒューズ
バッテリ0コードの途IJに入れてあり,7Aの ものを使
用する.ヒ ューズが飛ぶのは,原 llが lltl・1供晰の短絆にあ

るので,故同 ‖fFを修理してから交換する.ヒ ューズの代
りに■1,,|[定容it以上のヒューズ, または他金属をは,1

することはこ気回路がショー lした場合約 20A以上のt
流が流れて,スイッチや′ヽ一ネスを班ltlし火災発生の危険
があるので11に注意を

'す
る.

17. 定期点検整備
車の保すには,点検平耐iを定

'切

lηに行なって

'専'故
の■

生を■然に子llJす るとIJIケに,■に11■の1人
`で
■IJで き

そ,よ うにするために,手入れをtっ てはならない.定り1点

検には,愛■者が,日 ■■1,に行なう日常点検と,,■者
または販■11が川間を決めて行なう定期点検がある.

ヶ―力,ィンナー

メークー駆動

'直(α ,R

12-1図

ヘッドランプ

し 不良

111図

へ,(ライトリム

野 7

ヘッ` ライト1● |ブ
へJ:ラ イト
レンスコンプリート

tわ3繁 Cス

‐ 81-



■特集 自家整備読本

日常点検
次の項目はユーザ=自身が来事前

に,無意識的に実施で

きるよう習慣づけられることが必要である.

なわ次の各項は,完期点検にも合めて繰返えし渕施し,

期満することが必要である.

0前輪 後輪の空気圧はどうか?前輪 22,s後綸23pis
②ブレーキの効き,および遊びの状態はどうか ?

ブレーキを踏み、またはにぎらた場合

遊び
(ツ子とri′,I藷
瑞
    ::1111

スーバーカプC100配線図

Rフ B〕 トウイレカー

ラ
'プ

01・
/ r

ホボルテ,ス●チ
`i八
ンド
'い

電 だ メヽリー熙
"'ブ

0フ ラッチの効きぐあいはどうか
'よく切れるか

滑りがなやヽかどうか ?

0グ ランタケース内オイル量が十分かどうか ?

汚れていないかどうか

0ブ ソリンタンタ内のガソリンの量は走行に十分かどう

か ?

0グ ラタシ吉ン|よ よく鳴るかどうか ?

0ヘ ットランブ,ウ インカーランブ,テールランブ,‐

●― トラルランブ等は点灯するかどうか ?

,SW

コ,こ、うちシス
`,4

Rリヤ→イ)カーラ),デ
3v7

シ勁 り■

Lリヤカインガ
ラ

"OW
パレテリー6V2AH

Lェ■ス7A

ス|トキ:ク `
フラク・

ヘパフト%.

■つ]ιト
ゥ●ヵラ リ

‘
２
■
，
入
）

311

ウルカス
`,4●八)ド
'レ

フラ tイー

'レ

(つ ,テ・芳

`「

各 種 ′Iヽ 型 部 品

藤 江 商 会
名古屋市中区岩丼通り2-4 TEL(231,4980
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